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　ＪＡ全農山形「園芸産地拡大実証農場」では、農作物の実証栽培や栽培技術のノウ
ハウの蓄積、地域に適した生産振興を目的とし、次世代を担う新規就農者の人材育成な
どを実施しています。
　今回、「ビッグフェア２０２３」の会場内において、農場の先進的な取り組みを公開す
る『オープンファーム』を開催し、「ミニトマト・トマト」「パプリカ」などの栽培相談コー
ナーを設けます。開催日は６月１０日（土）のみと致しますので是非お立ち寄りください。
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6
June

「園芸産地拡大実証研修農場」オープンファームを開催！
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庄内総合支庁
農業技術普及課

渡　部　貴美子

穂
肥
の
前
に
根
の
活
力
を

向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う

穂
肥
の
生
育
診
断
を
す
る
前

に
、
適
正
な
生
育
量
を
確
保
し
、

基
準
量
の
穂
肥
を
き
っ
ち
り
で

き
る
よ
う
な
稲
姿
に
も
っ
て
い

く
の
が
理
想
的
で
す
。
そ
の
た

め
に
重
要
な
の
が
水
管
理
で
す
。

ま
ず
、
分
げ
つ
の
発
生
を
促

し
初
期
生
育
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
水

深
２
～
３
㌢
㍍
の
浅
水
管
理
を

し
、
昼
間
は
止
水
、
夜
間
に
水

を
入
れ
る
こ
と
で
昼
の
地
水
温

を
高
く
維
持
す
る
と
と
も
に
日

較
差
を
大
き
く
し
ま
す
。
最
低

気
温
が
高
い
と
地
温
や
水
温
の

日
較
差
が
小
さ
く
な
り
、
草
丈

は
伸
び
ま
す
が
分
げ
つ
発
生
は

緩
慢
に
な
り
ま
す
。
い
か
に
日

較
差
を
大
き
く
す
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

ま
た
、
ワ
キ（
ワ
ラ
等
の
分

解
に
よ
る
異
常
還
元
・
ガ
ス
発

生
）の
進
ん
で
い
る
圃
場
で
は
、

根
の
活
力
が
低
下
し
、
伸
長
も

阻
害
さ
れ
ま
す
。
養
分
の
吸
収

も
阻
害
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
生
育
が
遅
延
し
、
生

育
不
良
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

表
１
に
示
す
よ
う
な
ワ
キ
の
程

度
に
応
じ
、〝
水
交
換
〞〝
夜
間
落

水
〞〝
２
～
３
日
程
度
の
田
干

し
〞等
の
対
応
を
行
い
ま
し
ょ

う
。次

に
、
目
標
茎
数
の
８
～
９

割
を
確
保
し
た
圃
場
か
ら
速
や

か
に
中
干
し
を
開
始
し
ま
す

（
表
２
）。
中
干
し
に
は
、
無
効

分
げ
つ（
穂
に
な
ら
な
い
茎
）の

抑
制
や
、
土
壌
に
酸
素
を
供
給

す
る
こ
と
で
根
の
生
育
を
健
全

化
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
光
態
勢
が
良
く
な
り
、

登
熟
向
上
や
倒
伏
軽
減
に
も
繋

が
り
ま
す
。
中
干
し
の
程
度
に

つ
い
て
は
、
７
～
10
日
間
、
田

面
に
小
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
が
目

安
で
す
。
地
力
が
高
い
圃
場
や

茎
数
過
剰
・
葉
色
が
濃
い
圃
場

に
つ
い
て
は
強
め
の
中
干
し
と

し
、
茎
数
不
足
や
葉
色
が
淡
い

場
合
は
弱
め
の
中
干
し
と
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
生
育
調
節
を

行
う
こ
と
で
、
適
期
に
穂
肥
が

で
き
る
稲
姿
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
発
基
肥
体
系
の
場
合
、
適

正
茎
数
を
確
保
す
る
た
め
に
、

分
げ
つ
促
進
や
水
管
理
は
追
肥

体
系
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

生
育
診
断
を
し
て
適
期
・
適

量
の
穂
肥
を
し
ま
し
ょ
う

品
質
や
食
味
を
高
め
る
た
め

に
は
、
最
適
な
籾
数
の
水
準
が

あ
り
ま
す
。
生
育
診
断
の
考
え

方
の
基
本
は
、
診
断
時
の
茎
数

や
葉
色
等
か
ら
、
適
正
籾
数
の

水
準
に
も
っ
て
い
く
の
に
ち
ょ

う
ど
よ
い
穂
肥
の
量
や
タ
イ
ミ

ン
グ
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

主
な
品
種
ご
と
の
基
準
は
そ
れ

ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
は
え
ぬ
き

「
は
え
ぬ
き
」は
７
月
上
旬
に

生
育
診
断
を
行
い
、
穂
肥
の
量

と
時
期
を
決
定
し
ま
す（
図
１
）。

こ
の
適
正
基
準
内
で
あ
れ
ば
、

出
穂
25
日
前（
出
穂
日
を
８
月

４
日
に
想
定
す
れ
ば
７
月
10
日

頃
）に
窒
素
成
分
で
10
ａ
当
た

茎
数
が
㎡
当
た
り
6
0
0
本

（
１
株
28
本
程
度
）以
下
で
、
か

つ
葉
色（
S
P
A
D
値
）が
39
以

下
で
あ
れ
ば
、
出
穂
30
日
前
に

窒
素
成
分
１
・
５
㌔
㌘
を
施
用

し
ま
す（
ケ
ー
ス
１
）。

【
タ
イ
プ
②
】

茎
数
が
㎡
当
た
り
6
0
0
～

6
5
0
本（
１
株
28
～
31
本
程

度
）、
ま
た
は
茎
数
が
こ
れ
よ

り
少
な
く
て
も
葉
色（
S
P
A

D
値
）が
39
～
41
で
あ
れ
ば
、

出
穂
30
日
前
に
タ
イ
プ
①
よ
り

減
肥
し
て
、
窒
素
成
分
１
㌔
㌘

施
用
し
ま
す（
ケ
ー
ス
２
、
３
）。

【
タ
イ
プ
③
】

茎
数
が
㎡
当
た
り
6
5
0
本

以
上
、ま
た
は
葉
色（
S
P
A
D

値
）が
41
以
上
の
場
合
は
、
出

穂
25
日
前
頃
ま
で
葉
色
が
低
下

り
２
㌔
㌘
を
施
用
し
ま
す
。

茎
数
7
0
0
本
／
㎡
以
上
、

ま
た
は
葉
色（
S
P
A
D
値
）が

40
以
上
で
あ
れ
ば
生
育
過
剰
と

判
断
さ
れ
る
の
で
、
い
ず
れ
か

の
場
合
は
穂
肥
量
を
窒
素
成
分

で
10
ａ
当
た
り
１
・
０
㌔
㌘
に

減
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
両
方
に

該
当
し
て
い
る
場
合
は
、
穂
肥

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

○
つ
や
姫

「
つ
や
姫
」は
、
７
月
10
日
頃

に
生
育
診
断
を
行
い
ま
す
。
図

２
の
よ
う
な
診
断
結
果
に
よ
り
、

穂
肥
対
応
は
①
～
③
の
３
タ
イ

プ
に
分
か
れ
ま
す
。

【
タ
イ
プ
①
】

高品質・良食味米の
生産のために、診断に
基づいた穂肥を！

米
の
収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
穂
肥
は
重
要
で
す
が
、
施
用
す
る
時
期
や
量
を
間
違
え
る
と
品
質
・
食
味
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
高
品
質
で
良
食
味
と
な
る
米
を
生
産
す
る
た
め
、
穂
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
量
を
判
断
す
る
生
育
診
断
の
基
本
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
窒

素
成
分
で
１
・
０
㌔
㌘
を
限
度

に
施
用
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
葉

色
が
濃
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
穂

肥
は
行
い
ま
せ
ん（
ケ
ー
ス
４
、

５
）。特別

栽
培
で
あ
る「
つ
や
姫
」

の
穂
肥
に
は
、
有
機
成
分
50
％

以
上
が
含
ま
れ
て
い
る
有
機
化

成
肥
料
を
用
い
る
例
が
多
い
で

す
。
こ
の
肥
料
は
化
学
成
分

1
0
0
％
の
肥
料
よ
り
も
窒
素

の
肥
効
が
３
～
５
日
遅
れ
ま
す
。

穂
肥
が
遅
く
な
る
と
玄
米
粗
タ

ン
パ
ク
質
含
有
率
が
高
ま
っ
て
、

食
味
に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
の
で
、
診
断
・
施

肥
の
時
期
は
遅
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
雪
若
丸

「
雪
若
丸
」は〝
偏
穂
数
型
〞

の
品
種
で
、
茎
数（
穂
数
）を
確

保
す
る
こ
と
が
収
量
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
品
種
よ
り
早
め
の

６
月
30
日
頃
に
生
育
診
断
を
行

い
ま
す（
表
３
）。

㎡
当
た
り
の
茎
数
が
5
6
0

～
7
5
0
本
、葉
色（
S
P
A
D

値
）が
40
～
44
と
生
育
量
が
適

正
範
囲
の
場
合
は
、
出
穂
25
日

前
に
、
窒
素
成
分
で
10
ａ
あ
た

り
１
・
５
㌔
㌘
の
穂
肥
と
し
ま

す
。㎡

当
た
り
茎
数
が
7
5
0
本

以
上
、ま
た
は
葉
色（
S
P
A
D

値
）が
44
以
上
の
場
合
は
生
育

が
過
剰
で
あ
る
た
め
、
出
穂
25

日
前
に
窒
素
成
分
で
10
ａ
当
た

り
１
・
０
㌔
㌘
に
減
ら
し
た
穂

肥
と
し
ま
す
。

㎡
当
た
り
茎
数
が
5
6
0
本

未
満
、ま
た
は
葉
色（
S
P
A
D

値
）が
40
未
満
の
場
合
は
穂
肥

を
早
め
、
出
穂
30
日
前
に
窒
素

成
分
で
10
ａ
当
た
り
１
・
５
㌔

㌘
を
施
用
し
ま
す
。

特
に
、
初
期
生
育
が
不
足
し

て
い
る
場
合
、
６
月
20
日
の
診

断
で
、
茎
数
が
㎡
当
た
り
3
0
0

本
未
満
、か
つ
葉
色（
S
P
A
D

値
）40
未
満
の
場
合
は
、
窒
素

成
分
で
10
ａ
当
た
り
１
㌔
㌘
程

度
を
穂
肥
の
前
に
補
完
施
用
し

ま
す
。
保
管
施
肥
を
行
っ
た
場

合
は
、
補
完
追
肥
し
た
量
を
穂

肥
の
量
か
ら
減
肥
し
ま
す
。

基
肥
、
補
完
追
肥
、
穂
肥
の

合
計
量
は
窒
素
成
分
10
ａ
当
た

り
８
㌔
㌘
以
内
と
し
ま
す
。

出
穂
期
の
変
動
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

穂
肥
時
期
は
出
穂
期
に
よ
っ

て
変
化
し
ま
す
。
特
に
近
年
は

出
穂
期
が
早
ま
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
・
農
業
技

術
普
及
課
な
ど
の
情
報
か
ら
、

品
種
ご
と
の
出
穂
予
測
日
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
県
の
農
業

情
報
サ
イ
ト「
あ
ぐ
り
ん
」（htt

p://agrin.jp/

）に
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
各
農
業
技
術
普
及
課

か
ら
の
最
新
情
報
も
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
誌
令

和
４
年
11
月
号
で
紹
介
し
た

「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
」で
は
主
な

品
種
の
出
穂
期
予
測
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
お
近
く
の
農
業
技
術

普
及
課
ま
た
は
J
A
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

図１.「はえぬき」の生育診断と穂肥施用

図２.「つや姫」の生育診断と穂肥施用

表１.ワキの程度と対策方法表２.主な品種ごとの中干し開始の目安
（坪70株植えの場合）

表３.雪若丸の生育量別の穂肥の目安

44

42

40

38

36

34

32

30
300　350　400　450　500　550　600　650　700　750　800

㎡当たり茎数（本）

適 正適 正

葉色 濃
☆施肥量を減らす
葉色 濃
☆施肥量を減らす

茎
数
過
剰

☆
施
肥
量
を
減
ら
す

茎
数
過
剰

☆
施
肥
量
を
減
ら
す

茎
数
不
足

☆
施
肥
時
期
を

早
め
る

茎
数
不
足

☆
施
肥
時
期
を

早
め
る

☆穂肥は
　しない
☆穂肥は
　しない

葉色 淡
☆施肥量は所定量
葉色 淡
☆施肥量は所定量

葉
色
（
S
P
A
D
）

品種 有効茎数 ㎡当たりの茎数
（有効茎の８～９割）

株あたり
茎数

はえぬき 540本/㎡ 430～490本 20～23本

つや姫 440本/㎡ 350～400本 16～18本

雪若丸 580本/㎡ 460～520本 21～24本

生育量 茎数 葉色
（SPAD値）

穂肥窒素施肥量
（kgN/10a） 施用時期

生育
不足 560未満 40未満 1.5 出穂

30日前

適正 560～
750 40～44 1.5 出穂

25日前

生育
過剰 750以上 44以上 ～1.0 出穂

25日前

水田に足を
踏み込んだ時の
気泡の発生の仕方

生育への
影響

生育初期の
対策

少し気泡が見られる なし －

気泡の発生が多い 根の
活力低下

速やかな
水交換

盛んに気泡が発生する 根張り不良 田干し、
夜間落水

37

40

41

42

43

39

38

葉色（SPAD値）

③穂肥を行わない

②出穂30日前

①出穂30日前

（葉色が低下したら出穂25日前に
　　　　　　　　　　N成分1.0kg/10a）

N成分
1.0kg/10a以下

N成分
1.5kg/10a

400 500 600 700 800茎数（本／㎡）

濃い

適正

70株植（本） 24 28 31

ケース4
1株24本
葉色 42

ケース2
１株24本
葉色 40.5

ケース3
１株29本
葉色 39.5

ケース1
１株27本
葉色 37.5

ケース5
１株32本
葉色 40
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普
通
の
お
米
が
食
べ
ら
れ
な
い

の
で
有
機
栽
培
の
お
米
を
作
っ

て
ほ
し
い
」と
の
要
望
が
あ
り
、

平
成
八
年
か
ら
有
機
栽
培
に
取

組
み
ま
し
た
。
平
成
十
一
年
に

は
構
成
員
六
人
で（
農
）米
左
衛

門
を
設
立
し
、
こ
れ
ら
の
米
を

独
自
に
調
製
す
る
た
め
ミ
ニ
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
の
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
を
核
と
し
て
対
馬
地
区
や
近

隣
集
落
の
有
機
・
特
別
栽
培
に

興
味
を
持
つ
生
産
者
の
輪
が
広

庄内総合支庁
農業技術普及課　

小　田　節　子

は
じ
め
に

三
川
町
の（
農
）対
馬
M
R
C

米
左
衛
門（
以
下
米
左
衛
門
）

が
こ
の
ほ
ど
、
山
形
県
の「
や

ま
が
た
・
人
と
環
境
に
優
し
い

持
続
可
能
な
農
業
推
進
コ
ン
ク

ー
ル
」に
お
い
て
山
形
県
知
事

賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
、「
未
来

に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業

推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」に
お
い
て

東
北
農
政
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
米
づ
く

り
の
き
っ
か
け

昭
和
六
十
二
年
、
交
流
の
あ

っ
た
東
京
西
市
民
生
協（
現
自

然
派
ク
ラ
ブ
生
協
以
下
、
生

協
）か
ら
減
農
薬
の
サ
サ
ニ
シ

キ
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
田

ん
ぼ
に
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
な
ど

の
生
き
物
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
米

づ
く
り
を
考
え
直
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
減
農
薬
栽
培（
特
別

栽
培
）に
取
組
み
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
七
年
に
生
協
と

の
交
流
会
で
一
人
の
お
母
さ
ん

か
ら「
子
供
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で

やまがた・人と環境に優しい持続可能な農業推進
コンクール2022 山形県知事賞の受賞

令和４年度未来につながる持続可能な農業推進コンクール　
東北農政局長賞の受賞

六
、
安
定
出
荷
と
販
路
確
保
の

取
組
み

三
川
町
の
有
機
栽
培
米
生
産

者
で
構
成
す
る「
三
川
町
有
機

栽
培
米
生
産
者
協
議
会
」を
設

立
し
、
研
修
会
や
技
術
の
情
報

交
換
で
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
、「
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

フ
ー
ド
米
研
究
会
」を
設
立
し
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
や
特
栽
の
認
証
、

生
協
と
の
販
売
事
務
の
効
率
化

を
図
り
、
町
全
体
の
有
機
栽
培

等
の
推
進
を
担
っ
て
い
ま
す
。

七
、
子
供
た
ち
へ
の
有
機
栽
培

の
啓
発

が
り
、
有
機
・
特
別
栽
培
を
志

す
生
産
者
の
集
団「
庄
内
対
馬

米
左
衛
門
グ
ル
ー
プ（
以
下
グ

ル
ー
プ
員
）」に
拡
大
し
ま
し
た

（
写
真
１
）。

取
組
内
容

一
、
土
づ
く
り

数
年
お
き
に
土
壌
分
析
を
行

い
、
土
の
状
態
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
養
分
管
理
と
併
せ
て
、

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の
堆
肥
や
自

家
製
ボ
カ
シ
肥
料
な
ど
の
地
域

活
動
の
成
果

対
馬
集
落
と
近
隣
集
落
の
地

域
の
つ
な
が
り
を
基
に
技
術
や

申
請
事
務
手
続
等
の
支
援
に
よ

り
グ
ル
ー
プ
員
が
増
加
し
、
有

機
栽
培
米
や
特
別
栽
培
米
の
生

産
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
令
和

三
年
度
は
グ
ル
ー
プ
員
を
含
め

て
、
三
川
町
全
体
の
有
機
栽
培

米
面
積
の
三
分
の
二
ま
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
構
成

員
・
グ
ル
ー
プ
員
の
収
量
は
十

ア
ー
ル
当
た
り
、
有
機
栽
培
で

5
5
1
㌔
㌘
、
特
別
栽
培
で

6
0
6
㌔
㌘
と
高
い
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
三
十
年
に
及
ぶ
生
協
と
の

交
流
か
ら
、
消
費
者
と
の
信
頼

が
醸
成
さ
れ
、
生
産
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

お
わ
り
に

構
成
員
や
グ
ル
ー
プ
員
の
間

で
は
、
家
族
の
よ
う
な
繋
が
り

か
ら
、
現
在
、
二
名
の
若
い
後

継
者
が
育
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ニ

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
参

加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
雑
草
ご
と
の
特
性
を
よ

く
観
察
す
る
こ
と
で
、
除
草
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
把
握
で
き
、
重

点
的
な
手
取
り
除
草
に
注
力
す

る
圃
場
を
全
体
の
約
三
分
の
一

ま
で
削
減
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

五
、
通
称「
鴨
ロ
ー
ド
」を
中
心

と
し
た
圃
場
の
集
約

有
機
栽
培
の
圃
場
を
集
約
す

る
こ
と
に
よ
り
、
キ
ツ
ネ
な
ど

の
外
敵
か
ら
カ
モ
を
守
り
や
す

く
、
電
気
柵
の
設
置
や
農
薬
の

飛
散
を
受
け
る
リ
ス
ク
の
低
減

に
繋
が
っ
て
い
ま
す（
写
真
３
）。

平
成
二
十
一
年
か
ら
有
機
栽

培「
つ
や
姫
」を
学
校
給
食
へ
提

供
し
、
子
供
た
ち
の
環
境
へ
の

理
解
を
促
し
て
い
ま
す
。

八
、「
や
ま
が
た
有
機
農
業
の

匠
」と
し
て
有
機
栽
培
を
先
導

構
成
員
二
名
が
認
定
さ
れ
、

技
術
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
、「
つ
や
姫
マ
イ
ス
タ
ー
」と

し
て「
つ
や
姫
」の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
牽
引

構
成
員
・
グ
ル
ー
プ
員
の
三

名
が
認
定
さ
れ
、
有
機
栽
培

「
つ
や
姫
」の
模
範
と
な
る
栽
培

を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

十
、
自
然
派
ク
ラ
ブ
生
協
と
の

交
流ク

ラ
ブ
員
の
産
地
訪
問
が

「
庄
内
ふ
れ
あ
い
の
旅
」と
し
て

毎
年
宿
泊
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
作
業
体
験
や
収
穫
し
た
農
作

物
の
振
る
舞
い
な
ど
地
域
で
精

一
杯
の
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

一
方
、
構
成
員
・
グ
ル
ー
プ
員

は「
自
然
派
ク
ラ
ブ
ま
つ
り
」に

合
わ
せ
て
上
京
し
、
も
ち
つ
き

等
を
行
い
、
楽
し
く
交
流
し
て

い
ま
す（
写
真
４
、
５
）。

有
機
資
源
を
活
用
し
て
土
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
、
地
球
温
暖
化
抑
止
や
生
物

多
様
性
の
取
組
み

（
農
）米
左
衛
門
で
は
令
和
二

年
に
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

乾
燥
機
を
火
力
乾
燥
機
か
ら
遠

赤
外
線
乾
燥
機
に
更
新
し
ま
し

た
。
化
石
燃
料
の
使
用
が
少
な

く
、
自
然
乾
燥
に
近
い
美
味
し

さ
や
風
味
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

お
い
し
い
お
米
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

三
、
な
つ
み
ず
た
ん
ぼ

平
成
二
十
二
年
か
ら
有
機
栽

培
の
麦
・
な
た
ね
の
連
作
障
害

や
雑
草
対
策
、
環
境
保
全
対
策

と
し
て「
な
つ
み
ず
た
ん
ぼ
」

（
夏
期
湛
水
管
理
）に
取
り
組
ん

で
い
ま
す（
写
真
２
）。

四
、
効
率
的
な
生
産
の
た
め
に

大
切
な
観
察
と
き
め
細
や
か
な

管
理有

機
栽
培
は
除
草
に
係
る
労

働
力
が
大
き
く
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
方
法
を
試
行
錯
誤
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

は
カ
モ
を
主
体
に
動
力
除
草
機

と
手
取
り
除
草
を
併
用
し
て
い

写真１.対馬ミニライスセンター米左衛門　

写真２.「なつみずたんぼ」での生き物調査

写真３. 通称「鴨ロード」

写真４.「庄内ふれあいの旅」のヒエ取り写真５.「自然派クラブまつり」でのもちつき

農事組合法人　対馬ミニライスセンター　米左衛門（代表 菅原孝明氏 構成員四名）
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－令和 5年 6月号－－令和 5年 6月号－

種畜 生産適温域（℃）

乳牛 10～18℃

成豚 15～20℃

採卵鶏 21～23℃

肉用鶏 18～21℃

は
じ
め
に

気
象
庁
発
表
に
よ
る
と
、
近

年
の
東
日
本
の
夏
の
特
徴
は
、

平
年
よ
り
気
温
が
高
い
傾
向
に

あ
り
、
今
年
の
夏
の
気
温
も
平

年
並
み
か
あ
る
い
は
高
い
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
参
考

資
料
１
）。

夏
季
の
気
温
上
昇
は
、
家
畜

に
負
担
を
与
え
生
産
性
の
低
下

を
招
き
、
最
悪
の
場
合
死
亡
す

る
こ
と
も
多
く
、
畜
産
業
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す（
参
考

資
料
２
）。
そ
こ
で
、
今
回
、

家
畜
の
暑
熱
対
策
に
つ
い
て
改

家畜の暑熱対策について
庄内総合支庁

家畜保健衛生課

東　城 　なつみ

〇
畜
舎
環
境
面
の
対
策

は
じ
め
に
畜
舎
の
環
境
面
の

対
策
に
つ
い
て
で
す
。

⑴
遮
光
・
遮
熱

・
畜
舎
の
周
囲
で
は
、
つ
る
性

植
物
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
、
遮
光
ネ
ッ
ト
、
ひ
さ

し
を
利
用
し
て
直
射
日
光
を

遮
り
、
ま
た
熱
の
侵
入
を
防

止
す
る
た
め
、
屋
根
、
壁
、

床
へ
の
断
熱
材
の
設
置
、
断

熱
塗
料
や
ド
ロ
マ
イ
ト
石
灰

の
塗
布
に
よ
る
断
熱
を
行
い
、

畜
舎
及
び
地
面
の
温
度
上
昇

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
参
考
画
像
と
し
て
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
及
び
屋
根
へ
の
ド

ロ
マ
イ
ト
石
灰
塗
布
を
実
際

に
使
用
し
た
写
真
を
掲
載
し

ま
す（
写
真
１
、
２
）。
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
外
と
内
の

温
度
に
は
明
確
な
差
が
あ
り
、

暑
熱
対
策
と
し
て
有
効
で
す

（
写
真
３
、
４
）。

⑵
換
気
・
送
風

・
畜
舎
内
で
は
窓
を
開
放
し
、

換
気
扇
や
送
風
機
を
使
用
し

て
畜
舎
内
の
換
気
を
行
い
、

温
度
と
湿
度
の
低
下
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

⑶
冷
却

・
畜
舎
内
を
冷
却
す
る
た
め
に

屋
根
や
周
囲
地
面
へ
の
散
水

は
厚
い
皮
下
脂
肪
で
、
鶏
は
羽

毛
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
夏

の
暑
さ
は
と
て
も
苦
手
で
す
。

家
畜
は
餌
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、

体
温
の
維
持
、
食
べ
物
の
消
化

や
泌
乳
な
ど
を
行
う
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。

家
畜
が
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

手
く
活
用
し
、
生
産
を
行
う
の

に
最
も
適
し
た
温
度
域
と
し
て

「
生
産
適
温
域
」が
知
ら
れ
て
お

り
、
一
般
的
に
乳
牛
は
10
～
18

℃
、
成
豚
で
は
15
～
20
℃
、
採

卵
鶏
で
21
～
23
℃
、
肉
用
鶏
で

18
～
21
℃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
参
考
資
料
３
）。
こ
の「
生
産

適
温
域
」で
は
、
発
汗
や
呼
吸

な
ど
を
行
う
こ
と
で
暑
さ
に
対

応
で
き
ま
す
が
、
こ
の
温
度
を

超
え
て
し
ま
う
と
限
界
を
迎
え
、

生
産
性
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。

家
畜
に
与
え
る
暑
熱
の
被

害
に
つ
い
て

家
畜
に
与
え
る
暑
熱
の
被
害

に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
ま

す
。
動
物
は
30
℃
以
上
の
高
温

に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
体
脂
肪
の

融
点
が
上
昇
し
、
豚
で
は
肉
質

の
悪
化
、
肉
牛
で
も
脂
肪
組
織

が
減
少
し
肉
質
の
低
下
に
繋
が

り
ま
す
。
ま
た
、
鶏
で
は
産
卵

率
の
低
下
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

乳
牛
で
は
、
24
℃
を
超
え
る
と
、

泌
乳
量
や
食
欲
の
低
下
が
現
れ

始
め
ま
す
。
牛
、
豚
で
の
発
情

微
弱
、
無
発
情
、
受
胎
後
の
胚

の
死
滅
な
ど
に
よ
る
夏
季
の
受

胎
率
の
低
下
は
、「
夏
季
不
妊

症
」と
呼
ば
れ
大
き
な
経
済
損

失
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
熱
中
症
や
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
の
低
下
、
消
化
機
能
の

低
下
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

乱
れ
、
夏
に
発
生
が
増
加
す
る

ダ
ニ
な
ど
の
外
部
寄
生
虫
に
よ

る
病
気
の
発
生
も
多
く
な
り
ま

す
。

暑
熱
対
策
に
つ
い
て

暑
熱
対
策
に
は
、「
畜
舎
環

境
」お
よ
び「
飼
養
管
理
」両
方

か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

気
温
と
動
物
の
体
の
関
係

牛
な
ど
の
草
食
動
物
で
は
、

第
一
胃
で
微
生
物
に
よ
る
食
餌

の
分
解
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
際
に
生
じ
る
発
酵
熱
に
よ

っ
て
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
ま

た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
な
ど
の
乳

牛
で
は
、
肉
牛
に
比
較
す
る
と

代
謝
が
活
発
で
あ
る
た
め
体
温

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

豚
・
鶏
で
は
、
汗
腺
が
な
く
、

人
間
の
よ
う
に
汗
を
か
い
て
の

体
温
調
節
が
で
き
ま
せ
ん
。
豚

や
ミ
ス
ト
発
生
装
置
を
利
用

す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
対
策
時
は

畜
舎
内
湿
度
が
上
昇
す
る
た

め
、
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し

ょ
う
。

〇
飼
養
管
理
面
の
対
策

次
に
飼
養
管
理
に
つ
い
て
で

す
。

⑴
飼
料
給
与
の
工
夫

・
夏
は
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、

餌
を
消
化
す
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
食
欲
が
低
下
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
給
餌
は
昼
間
で
は

な
く
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
脱
水
症
状
が
起
こ
る
と
失
わ

れ
る
水
分
量
も
多
く
な
り
、

電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も

崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
牛

や
豚
で
は
塩
分
・
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
、
鶏
で
は
重

曹
・
塩
化
カ
リ
ウ
ム
な
ど
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
温
多
湿
に
よ
る
飼
料
の
品

質
劣
化
に
注
意
し
、
質
の
よ

い
餌
を
給
与
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
新
鮮
な
水
を
十
分
に
飲
め
る

工
夫

・
飲
水
は
脱
水
及
び
体
温
上
昇

防
止
に
必
要
な
の
で
、
新
鮮

な
水
を
充
分
量
飲
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
十
分
な
水

分
が
き
ち
ん
と
出
る
か
、
定

期
的
に
給
水
設
備
の
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
鶏
の
場
合

は
ピ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

給
水
ト
イ
も
設
置
し
水
を
流

す
よ
う
に
し
て
、
い
つ
で
も

冷
た
い
水
を
飲
め
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
も
有
効
な
対
策

と
な
り
ま
す
。

⑶
飼
養
密
度
の
低
下

・
夏
場
は
動
物
の
体
の
熱
産
生

が
多
い
た
め
、
飼
育
密
度
が

高
い
と
、
牛
房
や
豚
房
内
温

度
が
上
昇
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
密
飼
い
を
中
止
し

適
切
な
飼
養
密
度
で
飼
育
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

⑷
体
感
温
度
の
低
下

・
体
感
温
度
の
低
下
に
つ
な
げ

る
た
め
、
豚
や
牛
で
は
体
へ

の
散
水
、
牛
で
は
毛
刈
り
も

効
果
的
で
す
。

⑸
そ
の
他

・
出
荷
前
の
肉
用
鶏
は
、
特
に

注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

舎
内
の
温
度
や
換
気
、
冷
水

の
給
与
等
、
管
理
に
注
意
を

払
い
、
事
故
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

写真１.グリーンカーテンの使用例

写真２. 屋根へのドロマイト石灰塗布のようす

参考資料３. 動物の生産適温域
（文永堂出版　獣医衛生学より抜粋）

参考資料２. 暑熱による畜産関係被害状況調査
（R3.9.30時点）（農林水産省HPより）
URL：https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/l_tiku_manage/index.html

参考資料1. 季節予報解説資料　夏の天候見通し全
国版（6～８月）（気象庁ＨＰより）
URL：https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?region=010000&term=P6M

写真３.グリーンカーテンの外の
　　　 ブロック表面温度（52℃）

写真４.グリーンカーテンの中の
　　　 ブロック表面温度（35℃）

・
豚
の
交
配
は
、
涼
し
い
時
間

帯
に
実
施
し
、
ま
た
雄
豚
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
交
配

頻
度
の
調
整（
週
１
～
２
回
）

や
人
工
授
精
の
活
用
も
お
す

す
め
で
す
。

・
高
泌
乳
、
分
娩
前
後
、
肥
満
、

基
礎
疾
患
等
が
あ
る
牛
は
、

症
状
が
重
篤
に
な
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

最
後
に

以
上
の
よ
う
な
対
策
を
早
め

に
行
い
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く

る
夏
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
暑
熱
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
も
日

ご
ろ
か
ら
異
常
が
な
い
か
動
物

の
健
康
状
態
を
適
宜
観
察
す
る

こ
と
も
重
要
で
、
異
常
を
発
見

し
た
場
合
は
か
か
り
つ
け
の
獣

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
の
体
と
気
温
の
関
係
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
よ
り
効

果
的
な
対
策
を
行
え
る
よ
う
に

暑
熱
対
策
の
再
確
認
を
行
い
、

今
年
の
夏
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

北日本
日本海側 低20 並40 高40％

平年並か高い見込み太平洋側

東日本
日本海側 低20 並40 高40％

平年並か高い見込み太平洋側

西日本
日本海側 低20 並40 高40％

平年並か高い見込み太平洋側
数値は予想される出現確率（％）

全
国

調査機関 乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏
R3

7月 234 108 392 88 60
8月 321 128 515 61 79
9月 99 40 185 6 12
計 654 276 1092 155 151
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